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東京応化の持続的価値創造プロセス
東京応化は、グローバルニッチトップ企業として、国内外で築いてきた強固な顧客基盤のもと、“社
会に役立つ、他社が手掛けないような製品の開発”という切り口で、社会的課題の解決に貢献して
います。技術転換スピードが極めて速い半導体関連事業やエレクトロニクス関連事業における 
最先端の価値創造を支えるのは、超長期を見据えた財務基盤、世界最高水準の技術力、たゆまぬ 

財務資本
総資産

1,864億円
自己資本比率

77.5％

少子高齢化・
労働人口の減少

5G・IoT・AI等
新たなITインフラ
の登場

気候変動リスク
の深刻化

新たなモビリティ
社会への移行

社会的課題 主要な投下資本
（2019年12月期）

感染症リスクの拡大・
医療費の膨張

技術イノベーション
の難易度上昇・長期
スパン化

製造資本
設備投資額

141億円

知的資本
特許登録件数306件
研究開発費88億円

人的資本
連結従業員数

1,726人

社会関係資本
販売地域30地域

自然資本
持続可能な
自然資源

グローバルニッチトップ企業
ニッチな領域で高付加価値製品を 

開発・上市し続けるビジネスモデルの継続

材料事業 装置事業

顧客密着拠点の進化
「開発」「製造」「営業」の

三位一体での展開を新たなフェーズへ進化させる

tok中期計画2021
ポイント1. 事業ポートフォリオの変革を強化　　

ポイント2. 成長軌道への回帰
ポイント3. バランスシートマネジメントを強化、新たな配当方針の導入

マテリアリティへの取り組み
イノベーションに資する高付加価値製品の開発・提供／

人材施策の強化／コーポレート・ガバナンスの充実／環境保全／
化学物質の管理／労働安全衛生・保安防災

経営ビジョン
高付加価値製品による感動（満足できる性能、コスト、
品質）を通じて、世界で信頼される企業グループを目指す

経営理念
「自由闊達」「技術のたゆまざる研鑽」「製品の高度化」「社会への貢献」
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研究開発や人的資本への投資と、マテリアリティへの取り組みです。今後もグローバルリスクの動向
を注視しながら価値創造プロセスを柔軟に運用・進化させ、高度な社会的・科学的課題に貢献し続け
ることで、持続的な企業価値向上を目指します。

持続的価値創造に向けた再投資

2021年12月期業績目標
売上高

1,250～1,450億円　
営業利益

150～205億円

お客様 社会との共有価値
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先端材料の提供による
技術イノベーションの

促進

電子デバイスの高速化
による生産性向上

各産業や医療現場での
遠隔操作の拡大

各種機器の消費エネルギーを
半導体技術で制御・抑制

予防医療技術の進化による
健康寿命の伸長

高機能・高信頼性を
両立させた

車載デバイスにより、
安全な自動運転社会を実現

グローバルニッチトップ企業
ニッチな領域で高付加価値製品を 

開発・上市し続けるビジネスモデルの継続

新規事業

高付加価値 
製品への
こだわり

顧客との
共有価値の
創造

“Challenge  
to  

the Future”

社会との
共有価値の
創造

2020年の
「ありたい姿」

創業以来の
DNA

顧客密着拠点の進化
「開発」「製造」「営業」の

三位一体での展開を新たなフェーズへ進化させる

tok中期計画2021
ポイント1. 事業ポートフォリオの変革を強化　　

ポイント2. 成長軌道への回帰
ポイント3. バランスシートマネジメントを強化、新たな配当方針の導入

マテリアリティへの取り組み
イノベーションに資する高付加価値製品の開発・提供／

人材施策の強化／コーポレート・ガバナンスの充実／環境保全／
化学物質の管理／労働安全衛生・保安防災

経営ビジョン
高付加価値製品による感動（満足できる性能、コスト、
品質）を通じて、世界で信頼される企業グループを目指す

経営理念
「自由闊達」「技術のたゆまざる研鑽」「製品の高度化」「社会への貢献」
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0.1%

その他

56.7%

材料事業：
エレクトロニクス機能材料

3.7%

装置事業

39.5%

材料事業：
高純度化学薬品

東京応化  A t  a  G l a n c e

事業ポートフォリオ
先端領域を中心に足元の収益を牽引する「材料事業」、また、同事業との相乗効果を活かしながら、
ニッチ分野で新たな領域を開拓する「装置事業」を展開しています。

材料事業 装置事業

エレクトロニクス機能材料 プロセス機器高純度化学薬品
フォトレジスト
半導体やパネルなどの微細加工
に必要不可欠な材料

半導体製造用装置
半導体の3次元実装プロセスや、パワー半導体向け薄片化
プロセスの大幅な効率化を可能にするウエハハンドリング
システム「Zero Newton®」等

高純度化学薬品
世界最高水準の純度を実現した
洗浄液、シンナー、現像液等

M a t e r i a l s E q u i p m e n t

収益ドライバー
として、高付加
価値製品を展開

材料事業との
相乗効果を活か
し、市場ニーズ
を先取り

事業部門別 リスクと機会 
→P42、P46ご参照

M&E
（Materials & Equipment）戦略
半導体の2次元、3次元の全方位での

価値創造を強化

パネル用プロセス装置
フレキシブル有機ELパネル等に用いるUVキュア（紫外線硬化）
装置、高精度のコーティングを行うことができる塗布装置の
ほか、R&D用塗布装置等の各種プロセス機器等

2019年12月期
連結売上高

1,028億円

高密度実装材料
半導体の微細化の進展に伴う
配線の多層化に対応する、
パッケージ用フォトレジストや
MEMS材料等

無機・有機化学薬品
様々な産業分野で利用され
ている化学薬品
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TOKアメリカ社

本社・5工場・2事業所
流通センター

・本社（9拠点）　
・連結従業員数1,231名

・現地法人1社（2拠点）　
・連結従業員数126名

※従業員数は2019年12月31日現在

* 2017年度より、決算期を3月31日から12月31日に変更しています。

* その他：中国、ヨーロッパ、シンガポールなど

海外売上高比率（%）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017/3 2017* 2018 2019/12

58.1
61.9

66.1
69.2 71.5

75.6 74.2
77.0 79.1

76.5

15.9%

23.9%

日本

39.4%

台湾
9.4%

米国

その他

日 本 米国

台湾東應化社

・現地法人1社（3拠点）　
・連結従業員数189名

台湾

グローバル展開
半導体分野に軸足を置き、顧客密着戦略に注力してきた結果、海外売上高比率が10年前に
比べ大幅に上昇し、近年は75%前後で推移しています。

海外売上高比率

76.1％

11.3%

韓国

2019年12月期
連結売上高

1,028億円

TOK尖端材料社

・現地法人1社（1拠点）　
・連結従業員数121名

韓国
・現地法人1社（2拠点）　
・連結従業員数37名

中国

長春應化（常熟）社
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東京応化  A t  a  G l a n c e

半導体
製造分野

半導体
パッケージ
製造分野

イメージセンサー
MEMS
製造分野

3次元
実装分野

製品ポートフォリオ
半導体製造の「前工程」と「後工程」の双方に得意とするニッチな領域を持ち、微細化と3次元化の双方
に強みを有しています。また、非感光性材料である高純度化学薬品や装置分野でも、最先端の価値を
提供しています。

ウエハレベルCSP用
フォトレジスト

バンプ形成用
フォトレジスト

接着剤3次元実装用装置
Zero Newton®

リストオフ用
フォトレジスト

 マイクロレンズ用
フォトレジスト

感光性
永久膜材料

保護膜材料

ArF用
フォトレジスト

EB（電子ビーム）用
フォトレジスト 層間絶縁膜

シュリンク
プロセス材料

プラズマアッシング
装置

拡散剤

自己組織化材料
（DSA）

KrF用
フォトレジスト

g線・i線用
フォトレジスト

EUV用
フォトレジスト

高純度
化学薬品 有機化学薬品 剥離液 無機化学薬品

表面改質剤

シンナー 現像液洗浄液

パネル
製造分野 有機EL用

フォトレジスト
高信頼性
透明材料

カラーフィルター用
フォトレジスト UVキュア装置TFT用

フォトレジスト

*2019年の見込み販売数量シェア（出典：富士キメラ総研『2020年 エレクトロニクス先端材料の現状と将来展望』）

Global 
No.1*

Global 
No.1*

Global 
No.1*
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高
性
能
化
省
電
力
化
小
型
化

半導体製造ライン等
パネル製造ライン等

主な対象市場／アプリケーション／最終製品等
東京応化の製品は全てBtoB事業によるものであり、当社の製品が日常において人々の目に触れるこ
とはありませんが、最終製品の進化に欠かせない材料として、様々なイノベーションや社会的課題の
解決に貢献しています。

テレビ
各種パネル
スマートフォン
タブレット端末

スマートフォン
タブレット端末
パソコン

ウエアラブル端末

大容量サーバー
スーパーコンピュータ

ゲーム機等

IoT
AI

自動運転・ADAS
ロボティクス

再生可能エネルギー設備
エコカー等

高
性
能
化  

省
電
力
化  

小
型
化

高
性
能
化  

高
精
細
化  

省
電
力
化

VALUE

VALUE

貢献する
SDGs
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